
 

報告者 秩父市危機管理課 

みんなでつくろう！ 
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                        秩父市 

秩父市の概要① 人口・地勢 

人   口：66,942人 

     男：32,684人 

     女：34,258人 

     （2014年1月1日現在） 

世帯数：26,332世帯 

面   積：577Km2 

        （埼玉県の約1/6） 
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秩父市の概要② 観光 

観光：年間約400万人の観光客が来訪 

    豊かな自然環境、芝桜の丘（春）、龍勢祭り（秋）、 
    秩父夜祭（冬）、札所３４観音、サイクリング、登山など 

                        秩父市 
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今後もずっと 

760人 

68% 

173人 

16% 

45人 

4% 

13人 

1% 125人 

11% 

定住意思（n=1,116） 
今後もずっと 

当分住み続けたい 

将来引っ越すつもり 

近々引っ越す 

わからない 

秩父市の概要③ 定住意思が高い 

・約70%の市民が、今後もすっと住み続けたいと思っている。 

・持ち家比率87.7％、居住年数20年以上83.6％ 
 （ 2013年安心・安全なまちづくりアンケート） 

出典：秩父市市民満足度調査（2011年） 
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農林漁業241, 1% 

鉱業，採石業，砂利

採取業, 150, 0% 

建 設 業 

2,513人 
 8% 

製 造 業 

6,367人 
 21% 

電気・ガス・熱供給・水

道業, 224, 1% 

情報通信業, 96, 0% 

運輸業，郵便業, 

1,473, 5% 

卸売業，小売

業 

5,718人 
19% 

金融業，保険業, 547, 

2% 

不動産業，物品賃貸

業, 506, 2% 

学術研究，専門・技術

サービス業, 647, 2% 

宿泊業，飲食

サービス業 

3,102人 
 10% 

生活関連サービス業，

娯楽業, 1,290, 4% 

教育，学習支援

業, 1,534, 5% 

医療，福祉 

3,657人 
12% 

複合サービス事業, 

230, 1% 

サービス業 
（他に分類されないもの） 

1,022, 3% 

公  務 

（他に分類されるものを除く） 
1,291, 4% 

秩父市の概要④ 産業構造 
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出典：経済センサス（2009年） 

全国に比べて、 
 ・製造業（全国16％） 
 ・医療・福祉（同10％） 
 ・宿泊業・飲食業・サービス業 
  （同9%） 
 などの割合が高い 

図２ 
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秩父市の歳入見込み 
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出典：秩父市中期財政計画（2013年） 

秩父市の概要⑤ 財政状況 

億円 

図３ 歳入は大幅に減少する見込みで、厳しい財政運営が求められている。 

国からの支援が 
段階的に減少 

年度 
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秩父市の人口（年齢階層別・男女別）（n=67,263人） 
 2013年6月1日現在 
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秩父市の概要④ 人口構成 

出典：秩父市市民課 

人 

図４ 
人口は、60歳～64歳が最も多く、若い世代ほど少ない。 

高齢化率
28％ 
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                        秩父市 

出典：秩父市地域政策課 8 

秩父市の概要⑥ 将来推計人口 

人 

年 

図６ 
秩父市の人口は将来的にも減少し続ける見込み。 
20年後 ⇒ 若い世代は40％近く減少。高齢化率は約36%。 
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年齢階層別死因順位（2006年～2010年）
1位 2位 3位 4位 5位

0歳 不慮の事故 - - - -

1～4歳 - - - - -

5～9歳 不慮の事故 - - - -

10～14歳 不慮の事故 - - - -

15～19歳 -

20～24歳 自殺 不慮の事故 -

25～29歳 悪性新生物

30～34歳 自殺 その他

35～39歳 悪性新生物 自殺 心疾患 不慮の事故 肝疾患、他

40～44歳 悪性新生物 自殺 脳血管疾患

45～49歳 心疾患 自殺 脳血管疾患

50～54歳 悪性新生物 脳血管疾患 心疾患

55～59歳 悪性新生物 心疾患 脳血管疾患

60～64歳 悪性新生物 心疾患 脳血管疾患 肝疾患 糖尿病

65～69歳 悪性新生物 脳血管疾患 心疾患 肺炎 感染症、自殺

70～74歳 悪性新生物 脳血管疾患 心疾患 肺炎 感染症

75～79歳 悪性新生物 心疾患 脳血管疾患 肺炎 感染症

80～84歳 悪性新生物 心疾患 脳血管疾患 肺炎 老衰、不慮の事故

85歳以上 心疾患 悪性新生物 脳血管疾患 肺炎 老衰

不慮の事故、自殺

不慮の事故、自殺

悪性新生物、脳血管疾患

悪性新生物、脳血管疾患、不慮の事故

心疾患、自殺、肝疾患、その他

悪性新生物、脳血管疾患

心疾患、不慮の事故、他

悪性新生物、肝疾患

不慮の事故、自殺

秩父市の概要⑦ 外因による死亡 

出典：人口動態統計 

表１ 外因死は、子どもは「不慮の事故」、20歳代～40歳代は「自殺」が多い。 
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秩父市の概要⑧ 救急搬送の状況 

出典：秩父消防本部 

件 

歳 

高齢者 
転倒が多い 

子ども 
交通事故 
が多い 

図７ 子どもは「交通事故」、高齢者は「転倒・転落」による搬送が多い。 

件 
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死亡・重傷者の状況（2008年～2012年）（n=482） 
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秩父市の概要⑨ 重傷搬送の状況 

出典：秩父消防本部 

件 

高齢者 
転倒が多い 

子ども 
交通事故 
が多い 

図８ 重傷搬送も、子どもは「交通事故、高齢者は「転倒・転落」が多い。 

歳 
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全国 

秩父市の概要⑩ 自殺の状況 

出典：人口動態統計 

件 
図９ 

自殺の発生率（2011年は34.6件）が、全国・埼玉県平均よりも高い。 
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秩父市の概要⑪ 交通事故の状況 
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発生件数は減少しているが、死亡・重傷事故は減っていない。 
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件 

秩父市の概要⑫ 犯罪の状況 
犯罪は、全国・埼玉県よりも低いが、やや増加する傾向。 

出典：警察統計 
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取組に至った経緯（１） 

安心安全なまちづくりの推進 

自然と人のハーモニー 
環境・観光文化都市 ちちぶ 

基本方針 ② 安全で住みたくなる「快適なまち」 
基本方針 ⑦ 互いに助けあう「協働のまち」 

安全なまちづくりの推進 

ともに築く市民参加のまちづくり 

秩父市総合振興計画での位置付け 

セーフコミュニティ 
の推進 



                        秩父市 

自助 

公助 共助 

○高齢化の進行 
       自分の力では安全確保が困難 

○厳しい財政状況 
   行政サービスの限界 

地域が一体となった 
まちづくりが重要 

取組に至った経緯（２） 

質の高い安心・安全なまちづくり 
16 
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取組の経過 

年  月 内  容 

2012年 5月  ＳＣ調査・研究に着手 

2012年   6月～  先進自治体を視察 

2012年   9月  市議会において取組開始を宣言 

2012年   9月  庁内に推進会議を設置 

2012年 11月  推進協議会を設置 

2012年 11月     ＷＨＯ協働センターに書簡伝達 

2013年   5月  ＩＳＳに取組むことを意思決定 

2013年   7月  小学校2校、中学校1校がISSの書簡伝達 

2013年   8月  対策委員会を設置（７委員会） 

2014年 5月  事前審査 
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７つの指標に基づく活動 
 

1. 分野横断的な協働・連携の仕組み 
 

2. 全ての性別・年齢・環境・状況を網羅する、継続的な予防
活動の実施 
 

3. ハイリスクグループの集団や環境に焦点を当てた予防活
動の実施 
 

4. あらゆる入手可能な『根拠』に基づいた予防活動の実施 
 

5. 外傷の発生頻度と原因を継続的に記録する仕組み 
 

6. 予防活動の効果・影響を測定・評価する仕組み 
 

7. 国内外のセーフコミュニティネットワークへの継続的な参加 
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秩父市 

セーフコミュニティ推進協議会 

秩父市 

セーフコミュニティ推進本部 

秩父市 

セーフコミュニティ検討委員会 

秩父市セーフコミュニティ 

庁内サポーター会議 

重点課題の対策委員会 

交
通
安
全 

高
齢
者
の
安
全 

子
ど
も
の
安
全 

自
殺
予
防 

災
害
時
の
安
全 

犯
罪
の
防
止 

自
然
の
中
で
の
安
全 

外
傷
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
委
員
会 

（外
傷
調
査
委
員
会
） 

市民に対する活動の展開、情報の提供、研修
会等の開催 

庁内組織 協働組織 

指標１ 分野横断的な協働・連携の仕組み 

連携 

連携 

① 

② 

③ 

④ 



20 

                        秩父市 

指標１ 分野横断的な協働・連携の仕組み 

①セーフコミュニティ推進協議会 

○設   置：2012年11月設置 
○会   長：秩父市長 
○組織数：３８団体 
○委員数：４８人 
○役   割： ①活動の基本方針の決定 
          ②活動の推進と情報の共有 
           ③活動の普及・啓発 



21 

                        秩父市 

指標１ 分野横断的な協働・連携の仕組み 

②重点課題の対策委員会 

○設 置：2013年8月設置 
○構 成： ①交通安全     10人 
        ②高齢者の安全  15人 
        ③子どもの安全   14人 
        ④自殺予防    19人 
        ⑤犯罪の防止   15人 
        ⑥災害時の安全   17人 
        ⑦自然の中での安全 13人   計103人 
○役 割：具体的な取組みの検討、実施、評価    
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指標２ 全年齢・環境を網羅する予防活動（一部抜粋） 
  子ども 青 年 成 人 高齢者 

生
活
環
境 

家 庭 
・子どもの発達支援巡回 
・乳幼児健診 
・啓発パンフレット配布 

・医療・生活支援相談 
・糖尿病教室 
・障がい者相談 

・医療・生活支援相談 
・糖尿病教室 
・障がい者相談 

・ふれあいコール事業 
・介護予防事業 
・緊急通報システム事業 

学 校 
・学校施設の安全点検 
・子ども１１０番の家 
・ＡＥＤの設置、講習会 

・ＰＴＡ活動 
・救急・ＡＥＤ講習会 

・ＰＴＡ活動   

職 場   
・障がい者就労支援 
・労働災害防止 

・障がい者就労支援 
・労働災害防止 

・労働災害防止 

交 通 
（公共） 

・交通安全教室 
・登下校の見守り 
・交通安全運動 

・交通安全教室 
・交通安全運動 
・飲酒運転撲滅運動 

・交通安全運動 
・飲酒運転撲滅運動 

・交通安全教室 
・交通安全運動 
・飲酒運転撲滅運動 

余 暇 
・子供向け水泳教室 
・ＡＥＤ講習会 
・熱中症予防講習会 

・救急・ＡＥＤ講習会 
・施設の安全点検 

・救急ＡＥＤ講習会 
・施設の安全点検 

・シルバースポーツ大会 
・救急ＡＥＤ講習会 

意
図
的 

暴 力 
・児童虐待への対応 
・ＤＶ等の対象発見と相談実
施 

・ＤＶ相談 
・暴力排除事業 

・ＤＶ相談 
・暴力排除事業 

・高齢者虐待相談 
・暴力排除事業 

自 殺   
・自殺予防講演会 
・こころの相談 
・予防パンフレットの作成 

・自殺予防講演会 
・こころの相談 
・多重債務の相談 
・ゲートキーパーの養成 

・自殺予防講演会 
・こころの相談 
・ゲートキーパーの養成 

災 害 
･保育所、学校等での避難訓
練 

・福祉避難所の設置 
・各公共施設での避難訓練 
・自主防災訓練 

・福祉避難所の設置 
・各公共施設での避難訓
練 
・自主防災訓練 

・災害時要援護者登録台
帳の整備 
・自主防災訓練 
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指標３ ハイリスクグループや環境に焦点を当てた 
予防活動  

番号 グループ 

１ 先住民 

２ 低所得層 

３ コミュニティにおけるマイノリティ 

４ 犯罪被害や自傷を含む意図的要因による外傷のリスクにある人 

５ 虐待を受ける女性・男性・子ども 

６ 精神的疾患・発達障害及び他の障がいを有する人 

７ 安全でないスポーツ、余暇活動に参加している人 

８ ホームレス 

９ 自然災害において外傷のリスクにある人 

１０ 特定の道路や交差点、水害被害想定地などハイリスクの観光の
近くで生活したり働いたりしている人 

１１ 宗教、民族および性的なし好等によりハイリスクにある人 

・地域診断を基に

ハイリスクグルー

プの抽出。 

（単身高齢者、土

砂災害危険地域の

住民など） 

・今後既存の取組の整理と改善 

 及び新規取組みの検討 
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                        秩父市 

指標４ あらゆる入手可能な『根拠』に基づいた予防活動 
 

地域診断結果 

・救急搬送の約40％は、交通事故。 
・死亡事故件数が減っていない。 

・65歳以上の高齢者人口が年々増加し、単身者も増加。 
・高齢者の救急搬送割合が高い 

・学校内、自宅でのケガが多い 
・自転車での事故が多い 

・外因による死亡の第１位が自殺 
・全国、埼玉県と比較し、自殺発生率が高い 

・犯罪件数は少ないが減っていない。 
・中心市街地での犯罪発生率は、埼玉県平均並み 

・自然災害に対する不安を感じている市民が多い。 
・大雪による災害が発生し、多くの集落が孤立した。 

・登山・ハイキング中の事故が多い 
・農器具を使用中の事故が多い 

重点課題設定 

交通安全 

高齢者の安全 

子どもの安全 

自殺予防 

犯罪の防止 

災害時の安全 

自然の中での 
安全 

 

・人
口
動
態
統
計 

 

・警
察
デ
ー
タ 

 

・救
急
搬
送
デ
ー
タ 

 

・各
種
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査 

 

等 

情報収集 
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ヒヤリハット体験 

 
 
 
 
外傷（医療機関未受診） 

 
 

外傷（外来） 

 
外傷（入院） 

死亡 
・人口動態統計 
・警察統計 
 （交通・犯罪・山岳） 
・救急搬送データ 
・労働災害データ 
・市立病院データ 

・学校災害給付制度
データ 

                        秩父市 

指標５ 外傷の発生頻度と原因を継続的に 
     記録する仕組み 

重
傷
度 

・市民アンケート 
 （2013年6月） 

＜関連する主なデータ＞ 

高い 

低い 
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                        秩父市 

No 統計等の名称 実施主体 使用する情報 

1 国勢調査 総務省 字丁別人口、産業別人口など 

2 人口動態統計 厚生労働省 死亡原因、自殺情報など 

3 労働災害データ 厚生労働省 労働災害に関する情報 

4 警察統計 警察庁 交通事故、犯罪に関する情報 

5 救急搬送データ 秩父消防本部 事故やケガによる救急搬送情報 

6 学校スポーツ保険 日本スポーツ振興センター 小中学生のケガの情報 

７ 市立病院外傷データ 市立病院 入院患者の外傷データ 

＜収集している統計情報＞ 

指標５ 外傷の発生頻度と原因を継続的に記録する仕組み 
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                        秩父市 

＜収集したアンケート等の調査データ＞ 

No
. 

調査名 対象者 抽出数 回答数 回収率 

1 市民満足度調査 16歳以上の市民 2,000 1,140 57.0% 

2 介護保険生活状況アンケート 一定年齢の高齢者 2,926 2,509 85.7% 

3 介護保険２次予防事業対象者把握調査 70～84歳の高齢者 10,141 8,542 84.2% 

4 高齢者日常生活圏域ニーズ調査 65以上高齢者 2,300 1,644 71.5% 

5 地域福祉に関する市民意識調査 20歳以上 2,000 1,158 57.9% 

6 障がい福祉アンケート 障害者手帳所持者 1,510 827 54.8% 

7 子育て支援ニーズ調査 保育園～小学校通学世帯 4,931 3,581 72.6% 

8 公共交通基本計画 移動実態調査 秩父地域3000世帯×2部 6,000 2,346 39.1% 

9 環境基本計画策定調査 18歳以上の圏域住民 1,000 457 45.7% 

10 安心・安全なまちづくりアンケート 18歳以上の市民 3,000 1,229 41.0% 

指標５ 外傷の発生頻度と原因を継続的に記録する仕組み 
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指標６ 予防活動の効果・影響を測定・評価する仕組み 

                        秩父市 

現状 分析 方向性 重点対象

現状 問題１ 方向性１ 対象１

高齢者の緊急搬送の要因は、「転
倒」・「転落」が多数を占めており、特
に自宅での件数が多い

自宅での転倒を減らす
高齢者

問題２ 方向性２ 対象２

問題３ 方向性３ 対象３

ひとり暮らしの高齢者世帯が増加して
いる

交通安全に対する意
識の啓発 高齢者

問題４

支援を求めている高齢者が多い

問題５

交通ルールを守らない高齢者が多い

転倒について不安と感じている高齢者
が多い

見守り活動を充実させ
る

見守りを必要とする高
齢者

【ワークショップによる意見】
・老人の自転車のフラツキ走行
・老人の道路横断の手前勝手な渡り方
・思ったほど足が上がっていない。
・シルバーカーの高齢者が下を向いて、
赤信号に気づかず、渡ってしまった
・町会のスポーツサークルなどに参加して
いる方は、同じ方ばかり
・交通ルールを守らない高齢者が多い。

【客観的なデータ】
・高齢化率が高い
・一人暮らしの高齢者世帯が増加してい
る
・高齢者の救急搬送発生率が高い
・高齢者の救急搬送の要因は、「転倒」・
「転落」が多数を占めており、特に自宅で
の件数が多い
・転倒について不安と感じている高齢者
が多い
・支援を求めている高齢者が多い
・高齢者の救急搬送は、中等症以上の割
合が高くなる。

＜対策委員会の取組みモデル①＞【例】高齢者の安全対策委員会（抜粋） 



29 

取組み 成果

取組み 成果
成果１
　短期的な成果：○○○○○
　中期的な成果：○○○○○
　長期的な成果：○○○○○

取組２
　（環境に対する取組）
　対　　　策：　・・・・・・・・
　実施主体：　・・・・・・・・

成果２
　短期的な成果：○○○○○
　中期的な成果：○○○○○
　長期的な成果：○○○○○

取組３
　（人に対する取組）
　対　　　策：　・・・・・・・・

成果２
　短期的な成果：○○○○○
　中期的な成果：○○○○○
　長期的な成果：○○○○○

取組４
　（環境に対する取組）
　対　　　策：　・・・・・・・・

成果４
　短期的な成果：○○○○○
　中期的な成果：○○○○○
　長期的な成果：○○○○○

取組１
　（人に対する取組）
　対　　　策：　茶トレの普及
　実施主体：　地域包括支援センター、民生委員、
　　　　　　　　健康推進員、在宅福祉員
　対　　　象：　高齢者
　取組内容：　お茶の間でできる筋トレの普及
　改善提案：　裾野を広げる

                        秩父市 

＜対策委員会の取組みモデル②＞ 

今後の検討 



出典：一般社団法人日本セーフコミュニティ推進機構 

                        秩父市 

指標６ 予防活動の効果・影響を測定・評価する仕組み 
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指標４・５・６  

                        秩父市 

外傷サーベイランス委員会の設置 

○設   置：2014年2月 
○委員長：秩父郡市医師会医師 
○委員数：９人 
○役   割：①対策委員会の取組みが根拠に基づ 
        いた活動となるよう助言する 
         ②予防活動の成果指標についての検証 
         ③活動に関する情報の提供 
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外傷サーベイランス委員会の概要① 
委員構成 

・秩父郡市医師会 

・秩父保健所 

・秩父市立病院診療情報管理士 

・秩父警察署生活安全課 

・秩父消防本部警防課 

・日本セーフコミュニティ推進機構 

・秩父市地域政策課 

・東洋大学ライフデザイン学部 

・東京大学医学部付属病院 

                        秩父市 

専門機関 

研究機関   総合調整   
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外傷サーベイランス委員会の概要② 
委員会の取組経緯 

 
年月 回 主な議事内容 

2014年 
2月 

1 

・委員委嘱 
・セーフコミュニティ概要について 
・地域特性について 
・安心・安全なまちづくりアンケートについて 
・市立病院入院患者の外傷データについて 

2014年 
4月 

2 
・事前審査への対応について 
・各対策委員会の取組内容について 
・今後の外傷サーベイランス委員会の取組について 

                        秩父市 
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                        秩父市 

年月 参加内容 国際 国内 

2012年10月 亀岡市セーフコミュニティ再認証現地審査視察 ○ 

2012年11月 豊島区セーフコミュニティ認証式典参加 ○ 

2012年11月 第6回アジア地域セーフコミュニティ会議参加（豊島区） ○ 

2012年12月 小諸市セーフコミュニティ認証式典参加 ○ 

2013年1月 横浜市栄区セーフコミュニティ現地審査視察 ○ 

2013年8月 松原市セーフコミュニティ現地審査視察 ○ 

2013年8月 久留米市セーフコミュニティ現地審査視察 ○ 

2013年10月 横浜市栄区セーフコミュニティ認証式典参加 ○ 

2013年10月 北本市セーフコミュニティ事前審査視察 ○ 

2013年11月 松原市セーフコミュニティ認証式典参加 ○ 

2013年12月 久留米市セーフコミュニティ認証式典参加 ○ 

2014年5月 第7回アジア地域セーフコミュニティ会議参加（釜山市） ○ 

指標７ 国内外のセーフコミュニティ 
    ネットワークへの継続的な参加 

＜主なネットワークへの参加状況＞ 

※このほか、セーフコミュニティ定例会議、研修会等にも参加している。 
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ありがとうございました！ 


